
鯉蝿嬬畠魚掘晤…

「…｡ｰ■ …一… ？■〃？■！

灘
繍
灘
報

刺
椰
糊
肺
悩
剖
川
削
鋤
馴
Ⅲ
叫
服
岻
腱
冊
珊
鮎
川
Ⅷ
岫
刷
則
Ⅲ
仙
醐
抑
州
肺
岫
川
附
油
Ⅲ
抑
副
岬
Ⅲ
Ｗ
硴
潤
朔
榔
蝿
州
掴
邪
転
出
弾
鮎
牌
平
恥
狸
育
悲
報
抵
弼
瞳
堀
・
耐
鼎
リ
リ
那
叫
罰

N側,刷腓

…
月号

言
ｊ
巳
７
重
三
・
４
●
ｒ
二
一
ｚ
ｎ
ｒ
三
一
五
●
７
一
壱
ｌ
■
Ｆ
二
八
■
ｒ
ユ
ア
▲
■
ｒ
三
画
ｉ
■
７
晶
了
▲
■
，
土
〒
４
℃
ロ
・
呈
亨
ｊ
－
Ｕ
ｒ
子
一
Ｆ
▲
■
ｒ
ユ
｜
》
且
■
７
皇
〒
も
ｒ
二
一
．
▲
■
ｒ
二
一
▲
巳
▼

０

校
な
ち
・
ら
育
が
ん
で
え
れ
た

学
み
う
人
か
を
葉
臨
校
越
慣
し

[特集］平成15年度予算…2～5

交通事故の現場で負傷者を元気づけた中学生…6

新しくなった「穂積家住宅」…7

行政ニュースほか………………8

図書館だより・文化会館ガイド…9

情報宅配便．．…………｡…10～11

読者情報………･…･…………･12

市職員の人事異動ほか．…･……･13

まちの話題・…･………………･15

ファインダーの向こうほか……16

』,’ ･Il 鰯
…叡歴瑠峰隅幽澱M“岬岬H耐…酬紗…騨…街…零W………抑…鈴｢J匹翻脚癖蝋Ⅷ即7耶剰辨榊4W聯&…………容蜂……瑚哩部…”既#一梨雫蓉些榔似Ⅲ附胆〃厨Ⅲ蝿13糊倒附掘罰秘〃…雑……

APR,2003年



限られた予算の中で ｜平

みなさんの意見を生かす

まちづくりを回指します。

平成15年度予算

平
成
一
五
年
度
予
算
が
、
三
月
二
七
日
（
木
）
の
第
一
回
市
議
会
定
例
会

で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
｜
般
会
計
は
前
年
度
当
初
と
比
べ
て
三
・
○
パ
ー

セ
ン
ト
の
減
と
な
り
、
四
年
連
続
の
マ
イ
ナ
ス
予
算
と
な
り
ま
し
た
。

そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
も
、
第
三
次
高
萩
市
総
合
計
画
に
示
さ
れ
た

ま
ち
の
将
来
像
で
あ
る
『
げ
ん
き
・
や
る
き
・
か
が
や
き
の
あ
る
ま
ち
』
を

め
ざ
し
た
各
種
の
取
り
組
み
を
予
算
に
盛
り
込
み
ま
し
た
。

今
月
号
で
は
、
今
年
度
予
算
の
概
要
と
↓
財
源
不
足
の
解
消
を
図
る
た

め
に
行
っ
た
行
財
政
改
革
、
事
業
費
の
見
直
し
の
内
容
に
つ
い
て
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

…J ※（ ）内は、前年度比の伸び率(％）

一般会計 1131.8,756万円 （△30)
特別会計 73億3,870万円 (15)

口国民健康保険事業 26億100万円 （1 1 ．2）

口老人保健事業 34億2,350万円 (.4.8)

口公共用地先行取得事業 1 ,550万円 （△1 .9）

口介護保険事業 12億6,600万円 （85）
口霊園事業 3,270万円 （△36．3）

口町西側土地区画整理事業 廃止 （皆減）

企業会計 12億3,530万円 (35)

口水道事業 9億7,720万円 （△7% 1）

口工業用水道事業 2億5,810万円 （81 ．8）

合計 199億6,156万円 : (.10)

会
計
別
の
予
算

一

消防費・
農林水産業費・

商工費など

17E4,700万円

民生費

27億8,633万円

■■

■I

ー
円

、

公債費、
61g7,084万円
（14.7％）

篭w7‘′q 、
／

歳
入
師
醗
耐
唯
唯
減
額
と
な
る

歳
入
の
中
心
と
な
る
の
は
、
み
な
さ
ん
か

ら
納
め
て
い
た
だ
く
市
税
で
す
。
市
税
に
は

市
民
税
や
固
定
資
産
税
、
軽
自
動
車
税
な
ど

が
あ
り
ま
す
。
昨
年
の
市
内
大
手
企
業
の
自

己
破
産
や
雇
用
情
勢
の
悪
化
に
よ
り
、
市
民

税
及
び
固
定
資
産
税
が
大
幅
に
減
額
と
な
っ

た
こ
と
か
ら
、
市
税
全
体
で
は
、
前
年
度
に

比
べ
五
億
八
、
○
○
○
万
円
の
減
（
△
一

二
・
九
％
）
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
歳
入
に
は
、
各
基
金
か
ら
の
繰

入
金
、
諸
収
入
や
財
産
収
入
、
使
用
料
・
手

数
料
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
市
税
と
、
市
が
独

自
で
集
め
る
こ
と
が
で
き
る
こ
れ
ら
の
お
金

の
こ
と
を
自
主
財
源
と
い
い
、
行
政
活
動
の

自
主
性
と
安
定
性
を
確
保
す
る
ひ
と
つ
の
尺

度
と
な
っ
て
い
ま
す
。

一
方
、
自
主
財
源
と
は
反
対
に
、
国
や
県

か
ら
の
交
付
金
を
依
存
財
源
と
い
い
ま
す
。

今
年
度
は
自
主
財
源
が
大
幅
に
減
額
と
な

市
の
行
う
仕
事
は
、
す
べ
て
予
算
に
基
づ

い
て
行
わ
れ
ま
す
。
そ
の
予
算
の
期
間
は
四

月
か
ら
翌
年
の
三
月
ま
で
の
一
年
間
で
、
市

に
入
っ
て
く
る
お
金
を
歳
入
、
使
わ
れ
る
お

金
を
歳
出
と
い
っ
て
経
理
し
ま
す
。

ま
た
、
市
の
会
計
に
は
大
き
く
分
け
て
一

般
会
計
と
特
別
会
計
、
企
業
会
計
の
三
つ
が

あ
り
ま
す
。

三
つ
の
簔
計
Ｉ
Ｆ
牙
※
》
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歳
出
重
点
的
効
果
的
に
配
分

財
源
が
不
足
す
る
中
で
、
効
率
よ
く
市
民

生
活
に
密
着
し
た
事
業
に
取
り
組
む
こ
と
を

目
標
に
、
予
算
の
編
成
を
行
い
ま
し
た
。

内
容
と
し
て
は
、
医
療
制
度
改
正
な
ど
に

伴
い
民
生
費
が
二
億
三
○
○
万
円
の
増
、
じ

ん
芥
処
理
委
託
料
の
増
に
よ
り
衛
生
費
が
大

幅
な
増
と
な
り
、
土
木
費
・
農
林
水
産
業
費

な
ど
が
減
額
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
後

述
す
る
「
見
直
し
」
に
よ
り
、
人
件
費
を
含
め

た
内
部
管
理
経
費
や
各
種
の
事
業
経
費
を
減

り
、
歳
入
の
約
六
割
を
依
存
財
源
に
頼
ら
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
非
常
に
厳
し
い
状
況
と
な

っ
て
い
ま
す
。

口
外
国
人
高
齢
者
等
福
祉
手
当
霞
万
円

▼
市
内
に
一
年
以
上
住
ん
で
い
る
外
国
人

登
録
者
の
う
ち
、
無
年
金
者
の
人
な
ど
に

手
当
て
を
支
給
し
ま
す
。

口
老
人
福
祉
施
設
整
備
費
補
助
金

１
，
５
０
０
万
円
▼
特
別
養
護
老
人
ホ

ー
ム
の
増
築
工
事
に
対
し
て
補
助
を
行
い

ま
す
。 主

な
事
業

７
｜
健
康
で
や
す
ら
か
な
ま
ち

地
域
福
祉
や
保
健
・
医
療
の
充
実
に
取
り
組
み
な
が
ら
、
市
民
の
み
な
さ
ん
が

快
適
で
健
康
に
暮
ら
せ
る
地
域
社
会
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
の
墓
本
的
な
取
り
組
み
を
表
す
『
第
３
次
高
萩
市
総
合
計
画
」
に
示

さ
れ
た
六
つ
の
柱
に
沿
っ
て
、
合
年
度
の
主
要
事
業
を
紹
介
し
ま
す
。

■
日
立
地
域
小
児
救
急
医
療
輪
番
制
負
担
金

加
万
円
▼
子
ど
も
の
急
病
に
対
応
す
る

救
急
医
療
体
制
（
午
後
六
時
～
一
二
時
）

の
運
営
に
要
す
る
経
費
で
す
。

■
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
管
理
費

８
，
９
７
４
万
円
▼
総
合
福
祉
セ
ン
タ

ー
の
運
営
等
に
要
す
る
経
費
で
す
。

じ
た
り
削
除
し
て
対
応
し
た
も
の
で
す
。

投
資
的
経
費
が
予
算
全
体
に
占
め
る
割
合

は
七
・
一
％
と
か
つ
て
な
い
低
い
率
と
な
り

ま
し
た
。
こ
れ
は
、
穂
積
家
住
宅
保
存
整
備

事
業
や
林
道
杉
内
線
整
備
事
業
が
平
成
一
四

年
度
で
終
了
し
た
こ
と
や
、
歳
入
の
一
般
財

源
が
大
幅
に
減
少
し
て
い
る
こ
と
か
ら
新
規

事
業
へ
の
着
手
を
見
合
わ
せ
る
な
ど
、
投
資

的
事
業
計
画
の
繰
り
延
べ
な
ど
を
行
っ
た
こ

と
に
よ
る
も
の
で
す
。

市
で
は
こ
れ
ま
で
六
つ
の
特
別
会
計
が
あ

り
ま
し
た
。
し
か
し
、
町
西
側
土
地
区
画
整

理
事
業
が
、
事
業
の
完
了
に
伴
っ
て
会
計
そ

ー

の
も
の
が
な
く
な
っ
た
た
め
、
今
年
度
で
は

合
計
五
つ
の
特
別
会
計
と
な
り
ま
し
た
。

老
人
保
健
事
業
の
医
療
給
付
費
は
、
対
象

年
齢
が
七
五
歳
に
引
き
上
げ
ら
れ
る
な
ど
の

改
正
で
大
幅
な
減
と
な
り
ま
し
た
が
、
国
民

健
康
保
険
事
業
の
医
療
費
の
伸
び
や
、
介
護

保
険
事
業
の
保
険
給
付
費
の
増
に
よ
り
、
特

別
会
計
全
体
で
は
前
年
比
で
一
・
五
％
の
増

と
な
り
ま
し
た
。

市
が
行
う
事
業
の
中
で
企
業
的
な
会
計
を

持
つ
事
業
に
設
け
て
い
る
会
計
で
、
水
道
事

業
と
工
業
用
水
道
事
業
の
二
つ
が
あ
り
ま
丈

識
企
業
会
計

夛
一
自
然
と
共
生
す
る
安
全
な
ま
ち

口
溶
解
式
紙
処
理
機
導
入
経
費
扣
万
円

事
務
用
廃
棄
紙
類
の
再
資
源
化
を
促
進
す

る
た
め
の
処
理
機
を
導
入
し
ま
す
。

口
消
防
分
団
詰
所
改
築
事
業

２
７
７
９
万
円
▼
上
手
綱
川
側
地
区

、
の
分
団
詰
所
の
移
転
改
築
を
行
い
ま
す
。

■
高
萩
市
・
十
王
町
事
務
組
合
負
担
金

川
億
７
，
７
６
７
万
円
▼
十
王
町
と
取

消
防
・
防
災
機
能
の
充
実
と
、
生
活
環
境
に
配
慮
し
な
が
ら
安
心
で
快
適
に
暮

ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

雲
電
蕊
篭
鶴
蕊
蕊
繕
篭
簿
簿
一
驚

騨
弘
貼
押
囎
誹
角
＄
匙

．
ｒ
熱
蕊
熱
識
誇
癖
ぞ
輪
、
鵯
，

ー

＊
金
額
は
、
千
円
単
位
を
四
捨
五
入

口
印
は
、
今
年
度
の
新
し
い
事
業

予算の用語解説り
組
ん
で
い
る
斎
場
の
管
理
運
営
や
し

尿
・
じ
ん
芥
処
理
事
業
、
消
防
関
係
の
事

業
負
担
金
で
す
。

■
合
併
処
理
浄
化
槽
設
置
整
備
事
業
費
補
助
金

１
５
６
２
万
円
▼
下
水
道
の
認
可
区

、

域
外
に
住
む
み
な
さ
ん
に
合
併
浄
化
槽
設

置
の
た
め
の
補
助
を
行
い
ま
す
。

■地方交付税

国から市に交付されるお金のことです。全国の自

治体では税金の収入などがそれぞれ違うため、自治

体だけの収入で施策を行うと、自治体間に大きな格

差が出てしまいます。そのような格差を一定水準で

とどめるために設けられたのが地方交付税です。

■市債

簡単にいえば、市の借金です。自治体が事業を行

う場合に臨時的に多額の出薑が生じたり、将来の市

民にも経費を払ってもらうことが、かえって公平と

考えられる場合に、市債を用いることができます。
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目
口
森
林
整
備
地
域
活
動
支
援
事
業
経
費

１
，
７
１
１
万
円
▼
森
林
の
有
す
る
多

面
的
機
能
を
発
揮
さ
せ
る
た
め
森
林
を
保

全
す
る
支
援
事
業
を
行
い
ま
す
。

口
商
業
現
況
調
査
委
託
１
７
０
万
円

▼
市
内
商
業
圏
内
で
の
消
費
者
の
動
向
調

査
を
実
施
し
ま
す
。

口
市
営
花
貫
住
宅
六
号
棟
建
設
工
事
実
施
設

計
委
託
１
，
１
３
８
万
円
▼
市
営
花

貫
住
宅
に
建
設
す
る
六
号
棟
の
設
計
を
委

託
し
ま
す
。

字
活
気
と
に
ぎ
わ
い
の
あ
る
ま
ち

農
業
や
林
業
、
商
業
に
携
わ
る
み
な
さ
ん
と
協
力
し
な
が
ら
、
地
域
の
特
性
を

生
か
し
た
活
力
あ
る
産
業
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

市
営
住
宅
の
整
備
や
道
路
・
河
川
の
改
修
を
計
画
的
に
進
め
な
が
ら
、
快
適
な

都
市
空
間
の
創
出
と
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

暮
ら
し
や
す
い
快
適
な
ま
ち

■
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
推
進
経
費

９
９
２
万
円
▼
中
山
間
地
域
の
傾
斜
地

の
農
地
な
ど
を
良
好
な
状
態
で
保
全
・
維

持
す
る
事
業
を
行
い
ま
す
。

■
山
間
地
域
等
交
通
機
関
（
バ
ス
）
確
保
対
策

経
費
３
，
０
３
６
万
円
▼
地
域
の
足

を
確
保
す
る
バ
ス
運
行
に
補
助
し
ま
す
。

□
（
仮
称
）
市
営
手
綱
住
宅
基
本
設
計
委
託

２
０
５
５
万
円
▼
て
つ
な
住
宅
団
地

、

内
に
建
設
予
定
の
市
営
住
宅
の
設
計
を
委

託
し
ま
す
。

口
上
手
綱
橋
橋
梁
改
良
事
業

６
２
３
０
万
円
▼
常
磐
道
に
架
か
つ

、
て
い
る
上
手
綱
橋
を
耐
震
構
造
に
補
強
し

ま
す
。

口
馬
場
崎
橋
橋
梁
改
良
事
業
４
９
６
万
円

▼
通
行
止
め
と
な
っ
て
い
る
歩
行
者
専
用

の
馬
場
崎
橋
を
補
修
工
事
に
よ
り
機
能
回

復
さ
せ
ま
す
。

■
日
立
・
高
萩
・
十
王
広
域
下
水
道
組
合
負

担
金
８
億
４
，
１
９
２
万
円
▼
日
立

市
・
十
王
町
と
取
り
組
ん
で
い
る
下
水
道

事
業
に
要
す
る
経
費
で
す
、

一

■ゥ 目
口
松
岡
・
秋
山
中
学
校
教
育
用
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
借
上
経
費
１
，
９
６
０
万
円

▼
松
岡
中
学
校
と
秋
山
中
学
校
に
パ
ソ
コ

ン
を
増
設
し
て
、
一
人
一
台
使
え
る
よ
う

に
し
ま
す
。

口
室
内
環
境
測
定
調
査
２
１
７
万
円

▼
教
室
内
有
害
物
質
を
検
査
し
て
教
育
環

境
の
調
査
を
し
ま
す
。

口
可
動
式
机
・
椅
子
導
入
１
４
３
万
円

▼
体
の
大
き
な
児
童
・
生
徒
の
た
め
に
可

動
式
机
・
椅
子
を
設
置
し
ま
す
。
（
小
学

校
蛸
組
、
中
学
校
万
組
）

□
「
高
萩
ふ
る
さ
と
散
歩
」
（
改
訂
版
）
作
成

経
費
認
万
円

■
適
応
指
導
教
室
設
置
経
費
２
９
３
万
円

餓
輔
践
蕊
溌
織
慰
灘
灘
誰
も
た
ち
を
育
む
学
校

新
し
い
行
政
需
要
に
対
応
し
た
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
へ
の
取
り
組
み
や
行
政

改
革
を
進
め
な
が
ら
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

市民と行政が支えるまち《心豊かなふれあいのあるまち

（
》

灘
口
情
報
化
推
進
事
業
経
費
１
＆
４
９
２
万
円

▼
市
と
国
、
県
を
結
ぶ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ

ス
テ
ム
を
整
備
し
行
政
事
務
の
効
率
化
を

図
り
ま
す
。

口
市
議
会
議
員
選
挙
費
２
，
７
９
０
万
円

■
男
女
共
同
参
画
推
進
経
費
お
万
円

▼
男
女
共
同
参
画
を
推
進
す
る
団
体
へ
の

活
動
支
援
・
補
助
を
行
い
ま
す
。

▼
学
校
で
の
い
じ
め
や
不
登
校
な
ど
の
問

題
に
対
応
す
る
指
導
員
を
配
置
し
ま
す
。

■
外
国
語
指
導
助
手
設
置
経
費

１
，
０
５
６
万
円
▼
中
学
校
に
外
国
語

指
導
助
手
２
人
を
配
置
し
て
英
語
教
育
の

強
化
を
図
り
ま
す
。

昭1
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市
が
取
り
組
ん
だ
「
見
直
し
」
》

昨
年
の
市
報
一
一
月
号
で
掲
載
し
た
財
政
収
支
の
見
込
み
で
は
、
平
成
一
五
年
度
は
七

億
七
、
五
○
○
万
円
の
財
源
不
足
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
市
で
は
下
に
示

し
た
行
財
政
改
革
、
事
業
費
の
見
直
し
に
取
り
組
ん
だ
結
果
、
平
成
一
五
年
度
に
つ
い
て

は
、
基
金
の
取
り
崩
し
を
せ
ず
に
予
算
を
組
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
平
成
一
六
年
度
以
降
は
依
然
と
し
て
財
源
不
足
の
状
態
に
あ
り
ま
す
。

今
回
の
行
財
政
改
革
で
は
、
補
助
金
の
見
直
し
な
ど
み
な
さ
ん
に
影
響
を
与
え
る
も
の
も

あ
り
ま
す
が
、
危
機
的
な
財
政
状
況
を
ご
理
解
の
う
え
、
今
後
と
も
ご
協
力
く
だ
さ
る
よ

う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

新年度予算と市報11月号掲載の収支見込額との比較

(単位：百万円）

平成15年度 市報11月号で掲載 差引額

区J"分 : 当初予算額(A) ' した収支見込額(B) (A)-(B)
市 税 3， 922 3， 841 81

歳地方交付税 3, 255 3., 456.201
鱗_ ： 市 、‘債 761 575 186

入~ぞめ他 907 935 .28

歳入合計 ① 8, 845 S, 807 38
. 鷺" .ｰ

､｡ ､人件費 2， 322 ＊ 鳶： ＊2， 385 △63

扶助費 480 447. 33
記一

I , 520 1 , 447 73

出,投資的経費 21 1 ： Ⅱ 350.139
その他 4， 312 4， 953△641

℃歳出合計 ② 8， 845 “ 9， 582△737
"雫 ， ,

歳入歳出差引き③(①-0) O i " .775

墓金取崩額 ④ 0 775

差引き不足額③+@ O - O

歳入合計 ①

人件費

扶助費

公債費

８２

５２００
４２８２

８３４５

､｡ 、人件費

扶助費

歳公債費

出'投資的経費
その他

＊歳出合計 ②

歳入歳出差引き③(①-②）

I

‘投資的経費
ﾊ 幕三一－－名÷ﾏ…

その他

２１
１１

２３

４

845

0

8，

ー

1 1月号で掲載した収支見込み額(B)の中で、③欄に△

775で表されている財源不足額7億7,500万円は、皇金取

り崩しによって補填するしかない状況でした。 しかし平成

15年度当初予算額(A)では、歳出合計②右欄のとおり、

歳出が見直されて生じた差額△737(7億3,700万円)によ

って、ほぼ不足額を補填することができました。
恋23－2113

灰
蕊
“
“
悪
瀞
狩

○
時
間
外
勤
務
手
当
て
７
２
７
万
円
削
減

選
挙
事
務
な
ど
の
特
別
な
要
因
の
時
間
外
勤

務
手
当
て
を
除
き
、
恒
常
的
業
務
で
の
時
間

外
勤
務
に
つ
い
て
は
、
全
庁
で
流
動
的
に
対

応
す
る
体
制
を
確
立
し
圧
縮
を
図
り
ま
し
た
。

○
議
員
数
の
削
減
等
１
，
５
０
０
万
円
削
減

（
年
間
べ
ｌ
ス
）

議
員
定
数
が
２
名
減
と
な
っ
た
こ
と
と
議
長

交
際
費
の
減
額
に
よ
る
削
減
で
す
。

○
職
員
数
の
削
減
８
，
６
８
５
万
円
削
減

平
成
旧
年
度
退
職
に
よ
る
川
人
の
職
員
の
減

平
成
脚
年
度
退
職
者
に
よ
る
旧
人
の
減
に
つ

い
て
、
組
織
と
配
置
人
員
の
見
直
し
に
よ
り

不
補
充
で
対
応
し
ま
し
た
。

○
４
役
（
市
長
・
助
役
・
収
入
役
・
教
育
長
）

の
報
酬
・
雷
理
職
手
当
て
カ
ッ
ト
率
引
上
げ

２
５
７
万
円
削
減

こ
れ
ま
で
実
施
し
て
き
た
４
役
の
報
酬
カ
ッ

ト
率
を
３
％
か
ら
５
％
に
、
ま
た
管
理
職
手

当
も
同
じ
く
５
％
か
ら
旧
％
に
引
き
上
げ
ま

し
た
。

○
臨
時
職
員
・
嘱
託
員
経
費
等

３
，
６
６
４
万
円
削
減

臨
時
職
員
を
前
年
度
よ
り
９
人
削
減
．
ま
た
、

退
職
職
員
の
再
任
用
制
度
を
凍
結
し
ま
し
た
。

（
金
額
は
一
般
財
源
べ
ｌ
ス
で
す
）

r¥鄙

懸
蝿
渉
鎧
捧
識
弊

ー,串
誹
熟
澪
準
恕
謬
“

劃
○
そ
の
他
１
億
３
，
４
２
８
万
円
削
減

▼
施
設
薑
備
費
を
長
期
契
約
す
る
見
直
し
．

▼
委
託
事
務
の
一
部
直
営
化
．
▼
印
刷
物
作

成
内
容
の
見
直
し
。
▼
納
税
組
合
報
償
金
の

廃
止
等
。

○
高
萩
市
・
十
王
町
事
務
組
合
負
担
金

２
億
３
，
５
７
４
万
円
圧
縮

可
燃
ご
み
・
不
燃
ご
み
処
理
等
の
委
託
単
価

削
減
に
努
め
た
ほ
か
、
平
成
脂
、
旧
年
度
で

予
定
し
て
い
た
旧
焼
却
施
設
の
解
体
を
、
旧

年
度
単
年
で
の
実
施
予
定
と
し
ま
し
た
．

○
下
水
道
事
業
費
負
担
金
８
，
１
０
８
万
円
圧
縮

管
渠
管
理
董
等
を
見
直
し
ま
し
た
。

○
投
資
的
経
費
１
億
３
，
８
８
３
万
円
圧
縮

道
路
改
良
や
農
業
用
施
設
整
備
等
、
平
成
幅

年
度
に
完
了
す
る
も
の
や
緊
急
に
実
施
す
る

必
要
が
あ
る
も
の
に
限
定
し
、
そ
の
他
の
事

業
は
計
画
を
延
伸
し
ま
し
た
。

○
各
種
イ
ベ
ン
ト
６
７
４
万
円
削
減

市
主
催
等
で
実
施
し
て
い
る
全
て
の
イ
ベ
ン

ト
に
つ
い
て
、
そ
の
効
果
な
ど
を
調
査
し
、

記
件
に
つ
い
て
廃
止
・
休
止
・
統
合
な
ど
の

見
直
し
を
し
ま
し
た
．

○
各
種
補
助
金
３
，
８
７
３
万
円
削
減

市
か
ら
の
補
助
金
全
て
に
つ
い
て
、
そ
の
交

付
の
必
要
性
を
再
検
討
し
、
１
５
４
件
の
う

ち
１
０
２
件
に
つ
い
て
見
直
し
ま
し
た
．
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